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2018年8月5日科教協大会「自然と社会」分科会簡単なレジュメ（林 衛：hayasci@mac.com）
｢人間を守れない日本社会｣を改めていくための理科教育の役割
足尾鉱毒事件に比肩しうる明治期以来の富山カドミウム被害（イタイイタイ病被害として有名）は，
学校教育を受けた結果，高度経済成長の矛盾として多くの場合誤認識されている。広島・長崎の
被爆者の原爆症認定訴訟，水俣病認定の裁判はいまだに続いている。公害被害を放置してきた日
本社会において，科学や理科教育のはたすべき役割を議論したい。 
◎検討してほしいこと：歴史的事実や実践例の解釈と，今後のあるべき理科教育や教員養成のあ
り方についての意見交換をお願いいたします。 
★“真”の水俣病とは何か（原田正純：1995）が問いかけたもの 
★なぜ｢イタイイタイ病は高度経済成長期の矛盾｣なのか 
★熊本地震にみる｢防災｣の現実 
★2011年宮城県第4次地震被害想定調査中間報告による津波過小評価の悪影響と責任追及は不要
か 
★そのほか｢人間を守れない日本社会｣｣｢科学リテラシーは自動的には発揮されない｣事例集（学生
の応答の実際もスライドで紹介） 
★誰のため何のため抜きの「予防原則」の危険性 
★トランスサイエンス論／科学の不確実性論に陥る科学技術社会論でよいか 
★有権者の役割のための理科教育・公教育—教育の｢中立性｣は誰のため何のため？ 
2018年8月5日科教協大会「自然と社会」分科会簡単なレジュメ（林 衛：hayasci@mac.com）
毎日新聞記事を提示 
 
いいニュースか， 
悪いニュースか？ 
 
学生たちの反応は？
原田正純：科学（1995） 
科学的探究の必要性を問い
かける。
その後，問題解決はどこま
で進んだのか？
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足尾鉱毒事件に比肩しうる明治期以来の富
山カドミウム被害（イタイイタイ病被害とし
て有名）は，学校教育を受けた結果，高度
経済成長の矛盾として多くの場合誤認識さ
れている。広島・長崎の被爆者の原爆症認
定訴訟，水俣病認定の裁判はいまだに続い
ている。公害被害を放置してきた日本社会
において，科学や理科教育のはたすべき役
割を議論したい。
◎検討してほしいこと：歴史的事実や実践
例の解釈と，今後のあるべき理科教育や教
員養成のあり方についての意見交換をお願
いいたします。
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★“真”の水俣病とは何か（原田正純：
1995）が問いかけたもの
科学的探究の必要性を問いかける。
その後，問題解決はどこまで進んだ
のか？
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★なぜ「イタイイタイ病は
高度経済成長期の矛盾」な
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体内カドミウム蓄積
地 域 住 民 (危 険 魚 団 )
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イタイイタイ病患カドミウムの濃度
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タイ
脅代謝異常
糖尿、胃尿路結石
尿細雷暉書
カ トミウム轟露
イタイ病・骨軟化症
存率低下 ウム燎
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（４）益城町家屋被災状況図
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★熊本地震にみる｢防災｣｢忘災｣の現実
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中間報告による津波過小評価の悪影響と
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図-4.3.6 北上川の地形データ 
宮城県第4次地震被害想定調査中間報告（津波）2011年2月1日公表に加筆
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★そのほか｢人間を守れない日本社会｣｢科学リテラシーは自
動的には発揮されない｣事例集（学生の応答の実際もスライ
ドで紹介）
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12/12/21 1:30東京新聞:避難基準「線量高すぎ」と自治体　批判相次ぐ:社会(TOKYO Web)
1/1 ページhttp://www.tokyo-np.co.jp/s/article/2012122001001855.html#print
Copyright © The Chunichi Shimbun, All Rights Reserved.
【社会】
避難基準「線量高すぎ」と自治体　批判相次ぐ
2012年12月20日 17時27分
　原発事故時に住民が避難を始める基準として原子力規制委員会（田中俊一委員長）の検討チームが示し
た毎時５００マイクロシーベルトの放射線量に対し、原発の立地、周辺自治体から「平常の１万倍の数値
で高すぎる。住民の理解は得られない」などと批判が相次いでいることが、２０日の同チームの会合で報
告された。
　検討チームは自治体の意見も参考に、月内をめどに基準を正式決定する方針。関係自治体は基準も参考
に、事故時の住民避難の手法を盛り込んだ防災計画を来年３月までに策定する。
　規制委側は報告に対し「誠実に対応したい」としている。
（共同）
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相模原事件１年
やまゆり園、１９人を追悼
毎日新聞 2017年7月24日 22時36分 (最終更新 7月24日 22時41分)
津久井やまゆり園事件追悼式で祭壇に一礼
する入倉かおる園長＝相模原市南区で２４
日、代表撮影
　相模原市の障害者施設「津久井やまゆり園」
で入所者１９人が刺殺された事件で、１９人の
追悼式が２４日、同市南区の相模女子大グリー
ンホールで開かれた。施設を設置した神奈川県
が主催し、遺族や園関係者のほか、県内の障害
者ら約７００人が参列した。
　祭壇に遺影はなく、園に残る入所者が折り紙
で作ったヤマユリが飾られた。登壇した黒岩祐
治知事は、遺族や園職員から聞いたという１９
人のエピソードを一人ずつ紹介。「夜空を彩る
花火をみんなと見上げていた」「小学生と二人
三脚を頑張った」「お母様からすてきな水着をもらって喜んでいた」「お祭りの屋台が大好
きだった」－－などと述べ、「私たちは決して忘れません」と呼びかけた。
　式典後の記者会見で黒岩知事は「本来は１９人の名前を申し上げ、一人一人の遺影が飾ら
れるべきだが、今の日本では許される状況ではない。残念に思う」と障害者への差別が残る
状況を振り返り、「共に生きる社会の実現を目指さなければいけない」と語った。
　息子（３２）が事件で首と頭を刺され軽傷を負った男性（７０）は「よどんだ日々だった
が、式でこの１年をゆっくりと思い返し、初めて一つの区切りをつけられた」と穏やかな表
情で話した。
　式典では塩崎恭久厚生労働相や、やまゆり園の入倉かおる園長、大月和真・入所者家族会
長らが追悼の辞を述べ、献花した。【宇多川はるか、国本愛】
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いまや新自由主義は､民主主義を内側から
破壊している。あらゆる人間活動を経済の
言葉に置き換え、民主主義を支える理念、
制度、文化を解体する過程を解き明かす。
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